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 10 例の鼻腔から気管分岐部周辺の CT 撮影画像データを分析した結果、鼻中隔彎曲、鼻





のカテーテル操作が可能となるよう、①鼻腔径が 4mm 以下の部位を 4mm 以上となるよう拡
張する、②鼻中隔を 4～5mm に拡張する、③咽頭陥凹の彎曲を緩くなるよう内側にする、の
3 点についてデータを修正した。 
2．教材としての妥当性の検証： 
 データの修正に時間を要したため、教材としての妥当性の検証は未実施である。 
【結論】 
本研究では、鼻中隔彎曲、鼻腔径の左右差という特徴的な上気道の構造をもつシミュレー
タを試作した。今後の方針として、試作したシミュレータの臨床での手技の再現性、カテー
テル操作性、使用感について慢性呼吸器疾患認定看護師からヒアリングを行い、教材とし
ての妥当性を検証する予定である。また、学習者がカテーテル挿入手技を視認できる機能
を備えた経鼻吸引技術習得のための教材を開発していく。 
